
 

 

 

 

 

 

                  

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「主体的・対話的で深い学び」によ

る授業改善とは、まったく新しい授

業方法ではなく、各教科等における

優れた授業改善等の取組に共通し、

かつ普遍的な要素を学習指導要領

に盛り込んだということ 

◇「主体的な学び」「対話的な学び」

「深い学び」は、授業の形式や型で

はなく、授業を充実・改善するため

の３つの視点 

◇したがって、今までの実践・研究を

大切にしながら授業を充実・改善

することで「学びの質」を高めてい

くことが重要 

◇特定の教科だけでなく、教科横断的

な学びの視点であり、中学校及び学

園の研究においても積極的に活用

することができる視点 

◇新学習指導要領では、単元や題材の

まとまりを強調、まとまりの中で、

どこに３つの視点に立った学習等

の場面を設けるかという単元・題材

全体の授業デザインが重要 

◇ただ話し合う時間を与えるだけで

なく、目的・対象・方法を明確にし、

様々な対話を充実させることが重

要 

◎ 

単
元

・
題
材
全
体
の
授
業
デ
ザ
イ
ン 

◇自分と結び付ける 
     
◇興味・関心を高める 
 
◇見通しを持つ 
       
◇粘り強く取り組む 
 
◇振り返って次につなげ

る 

◇「思考力・判断力・表現力」は、教

師の「教え・練習・反復」の授業だ

けでは身に付けられないので、「知

識・技能の習得」と「思考力・判断

力・表現力」の育成は合わせて行う

デザインが必要 
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学
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指
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児
童
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の
分
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作
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【授
業
改
善
の
三
つ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
等
の
場
面
設
定
】 

◇互いの考えを比べる 
◇協働して問題を解決す

る 
◇ともに考えを創り上げ

る 
◇多様な情報を収集する 
◇多様な手段で説明する 
◇思考を表現に置き換え

る 

◇先哲の考え方を手掛か

りとする 

対
話
的
な
学
び 

主
体
的
な
学
び 

◇知識・技能を習得する 

◇知識・技能を活用する 

◇思いや考えを結びつけ

る 

◇思考して問い続ける  

◇知識・技能を概念化す

る 

◇自分の考えを形成する 

◇新たなものを創り上げ

る 

⑤ 

単
元
指
導

・
評
価
計
画
に
基
づ
く

一
時
間
ご
と
の
指
導 

Ｐ 

⑥ 

一
時
間
ご
と
の
授
業
の

（自
己
）
評
価

【考
察
】 

Ｄ Ｃ Ａ 

⑦ 

単
元
終
了
後
の
目
標
に
照
ら
し
た
分
析 

⑧ 

次
の
単
元
全
体
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
作
成
の
充
実 

授  業  改  善 

学びに向かう

力・人間性等 

の涵養 

思考力・判断

力・表現力等 

の育成 

知識・技能 

の習得 

確
か
な
学
力
の
育
成 

深 

い 

学 
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